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新しい米国恐怖指数

○ 「VIXEQ」は採用銘柄を個別に数値化した指標

○ 実は25年関税ショック以来の高水準
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新しい米国恐怖指数

○ VIX指数は「市場の温度感」を反映できていない

○ 市場はAI・半導体の逆回転に警戒
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【Appendix】 2010年以降の推移

○ 2012年から2018年にかけて日経VIが高い傾向が続く

○ 2023年以降、日経VIのボラティリティ急騰が顕著に
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【Appendix】 2025年以降の推移

○ 2025年以降、日経VIのボラティリティ上昇が目立つ

○ VIXは低位安定が目立つ
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【Appendix】日本の恐怖指数上昇は構造の違いが要因


